
                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和 2 年の新春落語会が、１／5（日）  

第一集会所で開催されました。 

演者は昨年の市民と市政で大きく報道

された“秋風亭てい朝”さんと“ところ亭八橋” 

（やっぱし）さんで、落語 3題と手品で 1時間 30

分、会場は笑いの渦に包まれました。 

 

 

 家主が敷地を掘ったら黄金の大黒が出てきたの

で、お祝いに長屋の連中を招待したら、家賃を滞

納している店子の慌てる様子や、着てゆく紋付の

羽織がないので印半纏（作業着）を持ち出す人等、

てんやわんやの大騒ぎのお噺。 

 

 

2 番目の演目“そば清”では、「賞金を懸けて盛

りそばを何杯食べるか、賭けをする」お噺で、賭

けは 20 杯から始まって最後は 50 杯までエスカレ

ートしたが食べられて賭け金をとられます。 

賭けに勝った大食漢は、蟒蛇（うわばみ）が消化

作用のある草を食べていたので、その草を持って

また賞金稼ぎに再挑戦。腹いっぱいになったので

こっそりとその草を食べたら、大食漢の姿が消え

て「そばが羽織を着ていた」というお噺。 

腹も身の内ですね。 

 

 

 

 

 

昼寝をしていた夫がにやにやした顔をしている

のを見た女房が「どんな夢をみたの？」と聞くと

ころから噺は始まります。 

「見ていない」という夫、「なぜ妻に隠し事する」

と怒り出す妻。ついに夫婦げんかになり“出て行

け”と離婚騒ぎに発展…。 

隣家から仲裁に入り、大家が仲裁に入り、ついに

奉行所でのお取り調べに発展。そこでも奉行から

「どんな夢を見たのか？」と聞かれたが「見てい

ない」というので、とうとう「奉行にまでうそを

言う」と罪人にされてしまいます。 

夜中に天狗が現れ「夢もの語りを聞かせよ！！」

と迫るが「見ていない」というので、ついに命の

危険に「もうこれまでかと死を覚悟した」ところ

で妻に揺り動かされて目が覚めた。というお噺で

した。 

 

 

落語の世界では「大家と店子は親子のような関係」

で描かれています。家賃の支払いが滞っている店

子にも、隔てなく生活の面倒をみている大家の存

在は、現在の社会では薄れた、人情と相互扶助で

結ばれた地域社会の強い絆が感じられます。 

落語のお噺から学ぶべきものがありました。 

令 

令和 2年１月 15日 発行 

～市民と市政で大きく紹介された“秋風亭てい朝”の高座～ 

現代にも通じる落語の世界 

大家（家主）と店子は親子のような関係 

演目１：黄金（きん）の大黒 

演目２：そば清（せい） 

支えあいと助け合いの人情 

演目３：天狗裁き 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

島市の資源回収では、東観音台の有価

資源回収と重なる「金属類、紙類、段

ボール」と「瓶、ガラス、布類、危険

物」が含まれています。 

東観音台では、市の回収と区別するため収集日を

変え、廃品回収の引き取り問屋と契約した特定の

回収業者が「町内会回収車」のステッカーをつけ

て、回収品目ごとの回収車が収集しています。 

この方式では「ゴミ」が「有価資源」になり、財

産権が発生します。無許可の収集車は「有価資源」

の盗難で犯罪になります。 

 

 

東観音台方式では、収集車は資源ごとに分かれて

収集しています。紙類収集車、段ボール収集車、  

金属類収集車が回っています。 

このため集積場での有価資源の出し方も「資源ご

との分類」にご協力いただくと助かります。 

収集された有価資源は、買い取り問屋では種類ご

とに計量され買い取り価額が計算されます。 

一時、アルミ缶や段ボール、紙類の中国への輸出

価格が高値の時期がありましたが、最近は中国経

済の減速からこれらの価格が低迷しています。 

有価資源回収事業もこうした世界の経済活動の

動向に左右され、収益にも微妙に影響しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

価資源の収益金は、町内会の委託事

業と合わせて、東観音台の絆づっく

りや活性化の活動に使われています。 

新春寄席（収益金事業） 

1月に落語や手品を楽しむ会 

花見楽会（収益金事業） 

4月初旬に花見弁当を格安提供 

五高祭（町内会委託事業） 

6月、五日市高校の文化祭に参加 

夏祭り（収益金事業） 

盆踊り大会の開催。屋台の出店もある 

グランドゴルフ大会（収益金事業） 

高齢者の野外活動 

町内会子ども部支援（町内会委託事業） 

① バスツアー（バス 2台で野外活動） 

② 夏季ラジオ体操会 

③ 秋祭りの神輿巡行に子どもの参加 

④ ボーリング大会 

⑤ 小学生の歓送迎会 

秋祭り（町内会委託事業） 

① 夜神楽 

② みこし巡行、ステージ公演 

屋台、餅つき、ゲーム等 

と～かんカフェ（収益金事業） 

年 9回開催（1，2，4月を除く） 

 

 

 

 

 

 

広 有 

★企画・編集：と～かんサポートクラブ 

広報部会 

★発行年月日：令和 2年年 1月 15日 

★発 行 者：高田 稔（☎922-5844）  

★文 責  ：中倉 勇（☎922-4320） 

★ホームページ：こむねっとひろしま 

～有価資源の回収日は「毎月の第一土曜日・第三土曜日」です～ 

有価資源収益金を活用した活動 市の回収日と分けて出して下さい 

有価資源ごとに分類してください 

《ホームページの変更について》 

広島市の「こむねっとひろしま」への参加が承認

されましたので、東観音台連合会（kannondai・

com）は、経費削減のため 3月 31日で終了します。

4 月 1 日以降は広島市→佐伯区→東観音台で検索

してください。 


